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題目  奈良女子高等師範学校の修学旅行の記録を読む 

 [授業の概要・目的]
明治末期から大正期にかけての奈良女子高等師範学校（現・奈良女子大学）における京都の修学旅
行の記録（当時の学生が記したもの）を中心に，観光ガイドブックや地誌や名所案内などを用いて
史料の講読を行う。初級レベルのくずし字を扱う。 
特に近代における古都京都の史跡・名勝・古社寺などのありようや，文化財が整備される過程を考
察したり，修学旅行の歴史、戦前の学生が習った学問状況もあわせて検討してゆきたい。 
実際に学生が修学旅行で訪れた京都の史跡・名所や社寺を歩く巡見も行いたい。　 
  
 

 [授業計画と内容]
修学旅行の記録を分担して順次、報告してもらう。読み本を作るとともに、テキストのなかで各自
が関心を持ったテーマをほりさげてもらう。くずし字辞典はあった方が良い。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・基準]
授業への出席と報告が基本である。 
そのうえで重視するのが，各自が授業に関わって関心をもったテーマについて論じてもらう学期末
のレポートで，京都の近世・近代の文化・社会・政治，あるいは修学旅行・観光や古社寺や名所・
旧跡などを，自由に取り組んでもらう。

 [教科書]
授業中に指示する

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

  （関連ＵＲＬ）
http://www.lib.nara-wu.ac.jp/kousi/moku/n10.html (奈良女子高等師範学校の修学旅行の記録)

（その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等））
近代の史料の解読，先行研究や関連文献や史料の調べ方を習得することができるように逐次アドバ
イスしたい。自由課題のレポートでは，個別の相談に応じる。

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


